
下肢静脈瘤の原因と症状

静脈には弁があり、心臓方向への一方通行になっています。ふくらはぎ
の表面の静脈は足の中心にある太い静脈に合流しますが、ここも逆流
しないように弁があります。この弁が壊れたり機能不全になると、細い静
脈に血液が逆流してきます。
立っている状態だと静脈内の圧が高くなり徐々に血管が膨れてきます。
見てわかるほど膨れてきたのが静脈瘤です。脚を上げると血管内の圧
が下がってぺちゃんこになるのがわかります。
静脈瘤のほとんどは健康上の問題はなく、美容上気になる程度です。
皮下の静脈としては太い伏在静脈の静脈瘤がひどくなると、中に血栓
ができて静脈炎になったり、静脈瘤の上の皮膚に皮膚炎や皮膚潰瘍が
できたりしますので外科治療の対象になります。
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・風邪症状があり受診を希望される方は、来院
前に電話連絡をお願いします。コロナ抗原検査
を先に行い陰性が確認できないと院内に入って
いただけませんので、できるだけ自家用車でお
いでください。徒歩の場合は別の入口をご案内
しますので必ず玄関前からお電話ください。可能
なら車でのご来院をお願いします。
・当院のコロナワクチンは今後はモデルナ製にな
ります。18歳未満の方やファイザー製やノババッ
クス製をご希望の方は集団接種会場をご利用く
ださい。
・土曜日の9時から10時半くらいは大変混み合
いますので待ち時間が長くなっております。

ふくらはぎに蛇行する血管がコブのように浮き出てくる下肢静脈瘤は40歳以上の女性によくみ
られ、出産経験のある女性の二人に一人は発症する病気です。遺伝性があり、立ち仕事を長期
間するとさらに発症しやすくなります。
美容上の問題以外の健康上の問題が起きることは少ないですが、放っておくと進行します。

ホームページもぜひご覧ください！

4月から新しいコロナワクチンのヌバキソビッドが
使えるようになっています。
ノババックス社が開発、武田薬品工業株式会社
が製造しており、ｍRNAワクチンではなく、従来か
らある組み換え蛋白型ワクチンです。
1回目・2回目は12歳以上、3回目は18歳以上
が対象で、まだ4回目には使えません。
ｍRNAワクチンに劣らない効果がある上に副反
応がかなり少ないのでワクチンをためらっている
方はぜひご検討ください。

下肢静脈瘤の治療

一度膨れてきた静脈は立ち仕事は圧がかかり続けるので放置すると更に膨れてきます。弾性ストッキングで外
から圧迫しておけば悪化しませんので気になる方は日中は弾性ストッキングを着用しましょう。
静脈炎や皮膚の症状が出ている方は外科治療の適応です。以前は静脈瘤を手術で引き抜いてしまうストリッピ
ングなどの手術が主流でしたが、現在はカテーテルで内側から血管を焼いて逆流を止める方法が主流になっ
ています。日帰り手術が可能で血管外科のクリニックで行われています。
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